
第３次稚内市総合計画　施策実施状況調査　　

０１　市民に開かれたまちづくり

　　０１　市民の行政への参画

　　　　０２　広報・広聴活動の充実・強化 

（％） ベース 評価 評価内容 

１０　広報紙編集体制などの充実
　　　　　　　（地域振興課） 

4 70% 3 1 1 ・平成２０年度から「広報紙作成ＤＴＰシステム」の 
導入が決定したことより、製作業務の効率化や外 
注コストの削減、新鮮な情報の掲載、職員体制の 
合理化などが今後可能となることから、目標とした 
広報紙編集体制などの充実が図られることになると 
予想される。 

・各自治体では、広報紙面の一層の充実を図るために、「市民と行 
政の協働」による紙面づくりや徹底したコスト削減を行っている。今 
後、本市においても検討課題として取組む姿勢が必要であり、ＤＴ 
Ｐシステムによる編集体制が軌道に乗ることで業務の効率化やコス 
ト削減につなげられる。 

２０　市民懇談会、モニター制度な 
ど広聴活動の強化
　　　　　　　（市民生活課） 

4 100% 2 2 2 ・市政モニター制度は13年度末をもって廃止とな 
り、「市長とふるさとトーク」、「市民の声FAX」、「まち 
づくり委員会」などで、市民の意見や提言を把握し 
ている。また、地域懇談会や単位町内会の要望を 
伺い、地域要望の解決を図っている。 

・町連協のブロック単位での開催要請に応じ市長が出向いて懇談 
し地域要望の実現を図っているが、最近は財政事情から要望して 
も実現されないということで、開催要請が減少している。また、まち 
づくり委員会と重複する部分もあり地域懇談会との整合性が課題 
である。 

３０　ニューメディアを活用した広報 
活動の推進
　　　　　　　（地域振興課） 

4 90% 3 1 1 ・市のホームページのコンテンツ内において、毎月 
発行される「広報わっかない」の紙面データを掲載 
しており、過去の広報バックナンバーを含めてイン 
ターネットで情報発信をしている。また、コミュニティ 
ＦＭ放送で制作した行政広報番組「市政ふれあい 
通信」「学びふるさと再発見」についても、過去の放 
送内容を含めインターネット「ウェブラジオ」として 
聴取できるよう情報発信している。 

・広報紙やＦＭ放送によるインターネットを活用した広報活動を 
行っているが、ＴＶの「稚内市民ニュース」については実施していな 
い。インターネットによる動画配信のＴＶ放送を行っている自治体も 
あるが、配信コストやインターネットの普及状況、今後の「地上デジ 
タル放送」の普及状況の変化など、慎重に検討する必要がある。ま 
た、広報紙作成ＤＴＰシステムの導入によって、市のホームページ 
に二次利用するデータについても作業の効率化とコスト軽減が活 
かされることで完成と思われる。

　
　　　　　　　（IT推進課） 

4 85% 4 2 1 ・市民への迅速で質の高い情報提供の充実を目 
的としており、インターネットホームページの運用方 
法改善によるデータ更新件数、アクセス数が増加 
している。 

・目的課題にあわせた、情報技術の特性を踏まえた新たな取り組 
み（例：地上デジタル化に伴う文字放送分野の利用や双方向機能 
等）が、有用市情報発信における情報システム利用のフレーム 
ワークは運営委員会等により改善されつつあるが、市民意見受信 
では処理顛末までシステム（組織フロー）としてのノウハウが無いこ 
とが課題である。 

主要施策 

施策実施状況（※１） 

実施 
状況 

進捗率 
第４ 
次の 
方向 
性 

小項目の総合的評価 
問題点、課題 

-1-


